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１．はじめに  
福井県においては平成 22 年末からの降積雪が
根雪となって年末年始を迎え，平成 23 年 1 月に
入ってからも降雪日が続き，1 月 29 日（土）1 時
時点における福井市の積雪は 58cm となった。30
日（日）夜には石川県の上空約 5,000m に氷点下
40 度近い寒気が入り込み，強い冬型の気圧配置と
なった。このため 30 日から福井県嶺北南部から
嶺南東部を中心に県内の広い範囲で本格的な大
雪となり，福井地方気象台は 30 日から 31 日（月）
にかけて大雪警報を発表した。県内各地で記録的
な積雪量を記録し，交通の大動脈である北陸自動
車道では最長 28 時間 50 分，国道 8 号では 18 時
間 30 分の通行止めが発生し，また JR 北陸線も
33 時間近く運休し，県内はもちろん北陸，関西，
中京，その他地域間を結ぶ広域交通へ多大な影響
を与えた。 
そこで本報告では，3 月中旬までに雪害対策関
係機関から公表された資料１）～７），新聞記事８）～
１５）および筆者が現地でおこなった調査の結果を
もとに，現時点で把握できている福井県内におけ
る被害状況とその対応について，とくに交通面へ
の影響を中心に報告する。なお本稿には，まだ十
分に確認できていない事項，また今後変更される
ことがあり得る事項もいくらか含まれていると
考えられるが，速報ということでご容赦いただけ
れば幸いである。 
 
２．気象および降積雪の状況 
福井県では 1 月 30 日からの強い西高東低の冬
型の気圧配置によって，嶺北南部（越前市，南越
前町など）から嶺南東部（敦賀市，美浜町など）
を中心に県内の広い範囲で大雪となり，1 月 29
日 9 時 40 分には嶺北で大雪注意報，同日 16 時
55 分には嶺南東部が追加，30 日 16 時 29 分には
嶺北と嶺南つまり福井県全域に大雪注意報が発
表された。その後，深夜 23時 21分には嶺北南部，
嶺南東部の山地に大雪警報，翌 31 日早朝 5 時 30
分には平地にも大雪警報が発表され，同日昼前の
11 時 24 分に警報は解除され大雪注意報に切り替
わった。 
今回の大雪は日本海上を流れる雪雲が朝鮮半
島の東側を回る流れと西側を回る流れがぶつか
り，帯状の雪雲が発生していたこと，またこの雪
雲が 29日夜から 30日にかけて福井県付近に移動
（南下）してきたこと，さらに 30 日には強い寒
気が福井県上空に入り込み大気の状態が不安定
となり雪雲が発達した上で数時間，同じ場所に停
滞したことが一要因とされている。 
県内各地の積雪量をみると，南越前町今庄では
244cm（31 日 9 時），越前市武生では 116cm（31
日 9 時）といずれも統計開始（1980 年および 1989
年）以来の記録となった。また福井市では 1986
年以来 25 年ぶりに最深積雪が 100cm を超え，
119cm（31 日 10 時）を記録した。例年は比較的
雪が少ない嶺南においても敦賀で 78cm（31日），
小浜で 65cm の大雪となった。31 日 13 時までの
24時間に降った雪の量は，南越前町今庄で 74cm，
敦賀市で 48cm，福井市と越前市武生で 41cm，大
野市九頭竜で 39cm，大野市で 28cm，小浜市で
6cm であり，この記録的な大雪は 2 月 1 日（火）
にはようやく小康状態となった。 
 
３．おもな被害および影響の状況 
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 人的被害（3 月 7 日 18 時現在）は死傷者 67
人（死者 7 人，重傷者 24 人，軽傷者 36 人）とな
っており，中でも屋根の雪下ろし作業時に転落し
たものが全体の約 3 分の 2 を占め，死傷者のうち
60 歳代以上が約 7 割となっている。亡くなった原
因は屋根雪下ろし中の転落，除雪機械への巻き込
み，用水路への転落，屋根からの落雪，雪に埋も
れた車中での一酸化炭素中毒などであった。 
住家被害は 50 棟（全壊 2 棟，半壊 2 棟，一部
破壊 39 棟，床上浸水 1 棟，床下浸水 6 棟），非住
家被害は 57 棟となっている。なお全壊，半壊と
もに空き家や車庫，倉庫といった非住家がほとん
どであり，過疎化の影響も懸念される。 
交通その他の被害は，まず主要幹線道路（北陸
自動車道，国道 8 号，国道 365 号，国道 476 号）
および鉄道（JR 北陸線）の不通が 1 日以上（詳
細は後述），農林水産業への被害は農業被害（ネ
ギ，人参，水菜，小松菜，スイセンなど）でビニ
ールハウスなどの施設 123 棟（倒壊 117 棟，破壊
6 棟）の被害額 113,654 千円，漁業被害は漁船 3
隻転覆で 1,250 千円，林業被害は施設半壊 1 棟で
3,500 千円，総計 118,404 千円となっている。 
除雪費についてみると，平成 22 年度（2 月 2
日現在），県（事業費ベース）で 14 億円（除雪車
出動日数 58 日間，12,600 台），市町（一般財源ベ
ース）で 25 億円に上り，県について過去 4 ヶ年
平均（H18～21）と比較すると，出動回数が約半
分にもかかわらず出動台数は約2倍，費用は約1.5
倍となった。 
 
４．交通への影響  
交通面では県内と隣接県を結ぶ主要幹線道路
である北陸自動車道，国道 8 号をはじめ，国道 365
号，国道 476 号ほか県内の県道市道，また JR 北
陸線，越美北線ほかえちぜん鉄道，福井鉄道，さ
らに京福バス，福鉄バスや高速バスを中心に，マ
イカー移動にも通行止めや運行休止，遅延などの
多大な影響があった（図 1，写真 1）。 
 
図 1 福井県内の主要鉄道・道路網 
 
写真 1 地元テレビ局の夕方のニュース 
（1月 31 日 17 時） 
 
4.1 北陸自動車道 
福井とその近隣県（滋賀，石川）とを結ぶ中日
本高速道路（株）（NEXCO）が管理する北陸自動
車道今庄インターチェンジ付近の 24 時間降雪量
が 140cm を記録し，30 日（日）23 時 40 分に上
り線（敦賀・木之本方面）武生－敦賀間の今庄ト
ンネル付近において，タンクローリー，トレーラ
ーといった大型車 2 台が登坂不能となり，1 月 30
日 23 時 50 分から 31 日（月）23 時までの 23 時
間 10 分にわたり通行止めが発生した。これによ
り上り線において停滞車両が 250 台となり，この
影響で敦賀－木之本間において 31 日 4 時 10 分
から同日 23 時までの 18 時間 50 分にわたり通行
止めが発生した。さらに同日 9 時から 23 時まで
の 14 時間にわたり，上り線の福井－武生間にお
いても通行止めが発生した。 
また下り線（福井・金沢方面）敦賀－今庄間の
葉原トンネル手前付近において大型トラック数
台が登坂不能となり，1 月 31 日 1 時 40 分から翌
日 2 月 1 日（火）6 時 30 分までの 28 時間 50 分
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にわたり通行止めが発生した。これにより下り線
において停滞車両が 500 台となり，この影響で長
浜－敦賀間において同日 2 時 50 分から翌日 2 月
1 日 6 時 30 分までの 27 時間 40 分にわたり通行
止めが発生した。 
このように上り線では最長 23 時間 10 分，下り
線では最長 28時間 50分の長時間通行止めが発生
し，広域的な人流物流に多大な影響を及ぼした。
また通行可能後も排雪が十分進んでいなかった
ため，片側一車線しか走行できない区間が残った。
なお北陸自動車道の上下線（今庄－敦賀間）の平
均日交通量は約 25,000 台（平成 17 年度道路交通
センサス一般交通量調査，今庄 IC～敦賀 IC 間で
25,437 台）であり，多くの交通を長時間寸断する
こととなった。道路上には上り線の葉原トンネル
手前付近での停滞車両 50 台から今庄トンネル敦
賀トンネル間での停滞車両 500 台，さらに下り線
の越坂トンネル葉原トンネル間での停滞車両 500
台に及んだ。これら停滞車両が発生した場所は高
低差の激しい山間部の道路区間であり，これにと
もなう気象変化も激しくさらにいずれも縦断（上
り）勾配が 3％から 4％ある場所であった。過去
には平成 13 年 1 月の大雪，平成 17 年 12 月から
18 年 1 月にかけての豪雪時にはいずれも北陸自
動車道では通行止めが発生し広域交通に多大な
影響を与えた経験を持っている。 
ここで今庄 IC付近の降雪状況をみると 30日夜
には時間最大降雪量が 16cm となり，いわゆる 56
豪雪，H18 豪雪における時間降雪量である 11cm
を大きく上回った。また 30 日から 31 日までの日
降雪量をみても 140cm あり，極めて短時間で断
続的に多くの降雪があったことがわかり，このこ
とが通行止めに至ったおもな要因と考えられる。 
 
4.2 一般国道（8 号，365 号，476 号ほか） 
国の直轄国道として国土交通省福井河川国道
事務所が管理する国道 8 号では 30 日（日）21 時
頃，福井方面に向かう大型トラックが敦賀トンネ
ル付近でスリップして上下線を塞ぎ通行不能と
なった。これから 4 時間半後の 1 月 31 日（月）1
時 30 分から 20 時までの 18 時間 30 分にわたり
越前市塚原から敦賀市田結の約 28kmにおいて通
行止めとなった。なお車両の滞留は 13km にも及
び，280 台の車両が道路上に長時間閉じ込められ
た。その後，陸上自衛隊の除雪作業もあり 18 時
30 分には車両の排除が完了するとともに 20 時に
は除雪が完了した。ただ路肩の雪で道路幅が狭く，
断続的に渋滞が発生した。国道 8 号の当該区間の
平日 24 時間自動車類交通量は約 13,000 台（平成
17 年度道路交通センサス一般交通量調査，南条郡
南越前町大良で 12,942 台）であり，交通量自体
は北陸自動車道の半分程度ではあるが多くの交
通を遮断した。 
これら通行不能車両が発生した場所はいずれ
も縦断（上り）勾配が 5％以上ありかつ高低差の
激しい山間部の道路であることから，気象変化も
それにともない激しく厳しい。過去には平成 13
年 1 月の大雪時，平成 17 年 12 月から 18 年 1 月
にかけての豪雪時にはいずれも通行止めが発生
し広域交通に多大な影響を与えた経緯がある点
は北陸自動車道と同様である。 
また国道 8号および北陸自動車道の代替道路と
位置づけられる国道365号および国道476号につ
いてもほぼ同時間帯に通行止めが発生した。さら
に海岸沿いに走る「しおかぜライン」も代替路線
の一つであるが，こちらもほぼ同時に通行止めと
なった。 
これら国道 365 号，476 号であるが，まず南越
前町板取において発生した雪崩および大型車 2台
（スタッドレスタイヤ装着，チェーン未装着）の
スリップ立ち往生により通行が不能となり，南越
前町大門から敦賀市余座までの 18.4km について
31 日 2 時 30 分から 19 時までの 16 時間 30 分に
わたって通行止めとなった（大型車通行止めは 4
日 13 時まで規制を延長）。さらに国道 8 号の代替
路線とも位置づけられる越前海岸沿いのしおか
ぜライン（一般県道大谷杉津線）および国道 305
号の一部区間についても，しおかぜラインの敦賀
市元比田において倒木，法面崩落およびトレーラ
ー（ノーマル（普通）タイヤにチェーン装着）の
立ち往生が発生し， 31 日 1 時から 22 時までの
21 時間，9.7km にわたり通行止めとなった。 
これらのように北陸自動車道，国道 8 号，365
号，476 号およびしおかぜラインがほぼ同時に通
行止めされたことにより，県内外を結ぶ幹線の道
路交通はほぼ丸一日寸断される結果となった（写
真 2）。 
4 
 
写真 2 国道 8号で立ち往生するトラック（31 日
9 時 50 分，福井県越前市）（福井新聞 ONLINE 
「フォトライブラリー」より） 
 
4.3 鉄道・バス 
 ここでは県内の鉄道（JR 北陸線，JR 小浜線，
越美北線，えちぜん鉄道，福井鉄道），路線バス
への影響をまとめる。 
JR 北陸線では 30 日，富山県黒部駅，石川県津
幡駅でポイント転換できず上下線普通 20 本が運
休し，特急 8 本，普通 12 本の計 20 本に最大 1
時間 42 分の遅れを生じ，約 4,500 人に影響した。
また夜行列車（はくたか，トワイライトエクスプ
レス）も運休した。また南越前町今庄駅から南今
庄駅一帯で 30 日（日）18 時から 22 時までの 4
時間に 30cm という急激な降雪があり，さらに同
22 時から 31日 8時までの 10時間でさらに 30cm
の降雪があったため，30 日 21 時頃から金沢－敦
賀間で特急 6 本，普通 4 本が運休し，乗客約 1,700
人が車中泊を余儀なくされた。このほか 31 日に
は，JR 西日本金沢支社管内（富山，石川，福井
および新潟，長野，滋賀，京都の一部）の全列車
（北陸線，小浜線，越美北線）が運休となり，民
営化されて以来，初めての終日運休となった。 
まず 30 日以来，富山発大阪行きサンダーバー
ド 37 号（下り福井方面，乗客 230 人）および 17
時 12 分に富山駅を出発した同 40 号（上り敦賀方
面，乗客 500 人）が 21 時 11 分に立ち往生し今庄
駅で停車していたことから，県災害対策連絡室は
保健師を現場に派遣し，車中泊で待機を余儀なく
されている乗客の身体ケアなどに努めた。その他
福井駅ではサンダーバード 44 号（上り敦賀方面）
が 24 時間停車し約 100 人が車中泊，武生駅では
サンダーバード 42 号（上り敦賀方面）が 13 時間
停車し約 14 人が車中泊，今庄トンネル（855m）
内ではしらさぎ 16 号（上り敦賀方面）が 23 時間
停車し約 250 人が車中泊，敦賀駅ではしらさぎ
15 号（下り福井方面）が 33 時間停車し約 400 人
が車中泊した。2 月 1 日（火）未明にようやくロ
ータリー車と人力による除雪作業が終わり，3 時
15 分頃に運転を再開した富山行きの臨時特急（乗
客約 600 人）が敦賀駅を出発したが，6 時 36 分
に金沢－富山間（津幡町内）でのラッセル車の不
具合により 6 時 40 分頃から約 3 時間にわたって
金沢駅に一時停車した。最終的にこの臨時特急は
10 時頃に金沢駅を出発し，11 時 15 分頃に富山駅
に到着した。この影響で 6 時 12 分富山発大阪行
きのサンダーバード 6 号など上下線の特急 5 本が
富山－金沢間で区間運休した。なおサンダーバー
ド 40 号（上り）は 31 日 20 時半頃に運転を再開
し，最終的には約 32 時間遅れの 1 日 4 時 32 分，
終点の大阪に到着した。これらのほか，しらさぎ
66 号の乗客約 60 人は金沢駅に折り返し，普通 3
本の乗客約 50 人についてはバスで鯖江駅前のホ
テルに移動した（写真 3）。 
 
写真 3 雪に埋もれ立ち往生したサンダーバード
37 号下り（30 日 13 時 20 分頃，北陸本線今庄駅） 
（福井新聞 ONLINE「フォトライブラリー」より） 
 
JR 越美北線では 30 日，6 時 55 分から越前大
野発福井行きが越前花堂駅で運転を見合わせ，約
2 時間半後に運転を再開した。これによりバスに
よる代替輸送をおこない約200人に影響があった。
31 日には始発から上下線とも終日運休，1 日には
除雪作業のため福井－九頭竜湖間で 5 時 16 分越
前大野発福井行きなど上下線合わせて 10 本が運
休し，福井－越前大野間でバスによる代行輸送が
おこなわれたが，夕方には一部区間で運行を再開
した。JR 小浜線では 31 日には始発から上下線と
5 
も終日運休したものの，1 日からは通常どおり運
行を再開した。 
 えちぜん鉄道では 31 日，勝山永平寺線の勝山
発福井行き始発電車が永平寺町の下志比駅で立
ち往生し，三国芦原線も三国港発福井行きを始発
から 4 本走らせたものの，いずれも福井駅に到着
できなかった。そのため運転再開のめどが立たず，
以降は全線で運転を見合わせた。1 日には三国芦
原線は通常通り運行，勝山永平寺線（勝山－山王
間）は除雪のため始発から運転を見合わせていた
が，15 時までに上下線とも運転を再開し結果とし
て 3 本の運休となった。 
福井鉄道福武線では 31 日，始発から全区間で
運転を見合わせたが，13 時半過ぎ,市役所前－浅
水駅間，19 時 10 分頃に越前武生－市役所前駅間
の運転を再開した。翌日は通常通り運転された。 
京福バス（路線バス）では 31 日，始発から運
行したものの，立ち往生する便が出るなどしたた
め一時運転を取りやめ夕方に再開した。1 日には
最大 50 分の遅れが生じた。 
福鉄バス（路線バス）では 31 日，敦賀市と美
浜町でほぼ運休された。嶺北では一部路線を除い
て運行されたたものの最大で 2 時間以上遅れた。
ただ小浜市内はほぼ通常通りに運行した。 
 高速バスでは 2 月 1 日，名古屋行きと小松空港
行きは運行し，大阪行き全便と東京行き昼便は運
休した。  
 
５．雪への対応と社会的影響 
 今回の豪雪によって日常生活にさまざまな影
響が及び対応がなされた。以下に簡単にまとめる． 
 
5.1 行政対応 
福井県では 29 日（土）から 24 時間常駐の警戒
態勢を敷き，30 日（日）23 時 21 分の大雪警報発
令を受けて，同 40 分に国，県警，高速道路会社
との 4者で「県冬期道路情報連絡室」を立ち上げ，
国土交通省福井河川国道事務所に設置した。また
31 日（月）1 時半頃には，2001 年以来 10 年ぶり
に庁内の災害対策連絡室を設置し，4 時には同連
絡室の第 1 回会議がもたれ，夜まで関係者の会合
が相次ぎ開かれた。また 9 時の部局長会議には JR
西日本，中日本高速道路，国土交通省，福井地方
気象台の幹部も出席し，2 月 4 日（金）までに計
10 回開催された。同 31 日 14 時過ぎには陸上自
衛隊の金沢第 14 普通科連隊，鯖江第 372 施設中
隊に対し災害派遣を要請した。夕方には福井県知
事が国土交通相と電話会談して道路や JR などの
復旧に向けた支援を要請した。 
 市町では同 31 日，越前，鯖江，敦賀の 3 市と越
前，池田の両町が雪害対策本部，坂井市と永平寺
町が同連絡室を設置した。大野，勝山，南越前の
3 市町はすでに 30 日までに雪害対策本部などを
設置していたため，組織を設けない市町において
も担当者を集めた緊急会議を開くなど雪に対す
る態勢が強化された。 
また民主党の雪害対策本部は 2 月 6 日（日），
観測史上最大の積雪を記録した福井県南越前町
今庄を視察した。 
 
5.2 幹線道路，鉄道の復旧支援活動 
福井県から災害派遣要請を受けた陸上自衛隊
は 1 月 31 日から 2 月 1 日，鯖江第 372 施設中隊
など 3 部隊の約 240 人が出動し，敦賀市の国道 8
号敦賀トンネル付近での除雪や給油に当たった。
その後 1 日 10 時に知事からの撤収要請を受け撤
収した。また県は鉄道と同様，健康福祉センター
の保健師を現地に派遣し，ドライバーの健康チェ
ックを実施した。ほかには停滞中のドライバーに
対し沿線市町から食料品の配布（南越前町：備蓄
食料 330 食分（クラッカー，飲料水），敦賀市：
市の学校給食センターで調理したおにぎり 1,200
食分（2,400 個），越前市：備蓄食料（乾パン，ペ
ットボトル飲料 760 食分）があった。また今庄駅
に停車中の列車内の乗客に対しては，南越前町の
備蓄物資 600 食を配布，さらに今庄駅付近の地元
住民が炊き出しをおこないおにぎり約 1,000 個を
乗客に配布した。これら以外にも食品製造会社か
らの食料支援もあった。これらに対し後日，車中
泊した乗客からお礼の手紙や電話が寄せられた。 
 
5.3 生活道路の除雪 
県管理の道路においては，小学校の半径 500m
以内にある歩道は除雪する計画となっていたが，
今回の大雪では車道の除雪が優先され歩道の除
雪まで追いつかない状況が続いた。生活道路は除
雪のみならず排雪もままならず，路面は圧雪，道
幅もきわめて狭くなり，行き違いができない道路
がいたるところで見られた。各市町では急ピッチ
で道路の圧雪，路肩や歩道に積まれた雪を取り除
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く努力がなされた。福井市では 29 日から本格的
な除雪を始め，計 460 台の重機が稼働した。31
日には県と 15 市町で計 2,128 台の除雪車が出動
し，幹線道路を中心に除雪作業に当たった（写真
4）。 
 
写真 4 歩道に積み上げられた雪山のため圧雪し
た車道を歩く親子（2月 2日 8時半，福井市内） 
 
このように一時通行止めや渋滞が相次いだ道
路であったが，県の管理する県道，国道また主要
市町道の除雪計画路線は大雪となった 31 日（月）
から１週間後の 7 日（月）までに，歩道（小学校
から半径 500m 以内）を含めて除雪がほぼ完了し
た（南越前町今庄を除く）。県内の道路除雪から
運び出される雪は非常に多く，どこも雪捨て場に
窮することとなった。県内 52 カ所（2 月 3 日現
在）に設置された雪捨て場（例年の 2～3 倍）に
はダンプやトラックが次々と出入りし，大きな雪
山が作られていった（写真 5～8）。この雪山（花
月橋）その後，川に排雪され 3 月中旬には無くな
った。 
 
写真 5 福井市雪捨場の一つである足羽川左岸 
花月橋付近の河川敷（2月 2日 15 時） 
 
写真 6 数珠つなぎで雪捨場に向かうダンプ 
（2月 2日 15 時，足羽川花月橋） 
 
写真 7 除雪車が入る前の南越前町今庄の街並み 
（2月 1日 15 時 55 分頃）（福井新聞 ONLINE 
「フォトライブラリー」より） 
 
写真 8 雪の重みで破壊された家屋 
（2月 13 日 15 時 30 分，南越前町今庄） 
 
道路除雪は夜半から早朝にかけておこなわれ
ていたため，日中の除雪を求める声もあったもの
の，歩行者の安全確保の面からできるだけ避けた
いという配慮もあり，実際に行われる場所は少な
かった。結果的に市街地の生活道路は除雪が追い
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付かず，幹線道路は圧雪状態が継続して渋滞を引
き起こした。 
 
5.4 物資 
交通網の大動脈が寸断されて物流は滞り，一部
店舗では食料品が品薄になった。福井県内のホー
ムセンターでは，1 月中旬からスコップ，スノー
ダンプ，スノープッシャーなどの除雪用品が品薄
となり，月末にはほぼ品切れ状態となった。また
除雪機や脚立などを買い求める人も例年になく
多かった。宅配便は配達に通常の数倍の時間を要
したことから，配達遅れは半日から 1日に及んだ。 
生鮮食料についても 31 日，県外からの入荷がな
く，県外への出荷を取りやめざるを得なかった。 
 
5.5 教育関係 
 大雪に見舞われた休日明けの 31 日（月），県内
の小中高校で 81 校（特別支援学校含む），大学で
7 大学が臨時休校となった。また敦賀市と南越前
町は積雪で通学路の安全が確保できないとして 1
（火）においても前日に引き続いて公立では敦賀
市の 15 の小学校と 6 の中学校全 21校，南越前町
今庄地区 3 校の計 24 の公立小中学校が臨時休校
となった。県内ではこのほか，いずれも私立の７
幼稚園，１小学校，4 中学校，5 高校，4 大学・専
修学校が交通の乱れなどに配慮して休校となっ
た。また国公立，私立合わせて 3 小学校，9 中学
校，15 高校，4 特別支援学校が始業時間を繰り下
げた。  
 
5.6 除雪ボランティア 
福井市や市社協には 31 日，早朝から除雪や屋
根の雪下ろしの支援を求める高齢者の電話が相
次ぎ，職員が対応に追われた。福井市内には一人
暮らし高齢者世帯が約 12,000 世帯，高齢者のみ
世帯が約 8,200 世帯あり，自力での除雪が困難な
人を支援する「雪かきボランティア」事業をおこ
なっている福井市社協の市ボランティアセンタ
ーでは電話が相次ぎ，9 人のボランティアを派遣
した。また地元の BC リーグの選手らは 1 月 29
日（土），豪雪地帯の福井県南越前町今庄で住民
による屋根の雪下ろし作業を手伝った。30 日（日）
には平成 16 年福井豪雨で被災した鯖江市河和田
地区で毎年夏に実施されている「河和田アートキ
ャンプ」に参加している学生が，同地区の一人暮
らしの高齢者宅などの軒先や屋根の雪下ろしを
おこなった。 
2 月 1 日（火）には大野市で職員による雪下ろ
しをおこなった。2 日（水）には勝山市内の小学
生 70 人が福祉とボランティアをテーマとした総
合学習の一環として，校区の一人暮らしや夫婦で
住む高齢者宅の除雪をおこなった。3 日（木）か
ら 5 日（土）にかけて，大阪市の建設会社の作業
員 6人が県社会福祉協議会をつうじて除雪ボラン
ティアのために勝山市に入り，一人暮らしの高齢
者や体の不自由な人の家の除雪をおこなった。敦
賀市では 4 日（金），高齢者宅の除雪支援を始め
た。市職員 4 人が市内山間部の葉原区の 2 軒で玄
関からの通路を確保する作業をおこなった。鯖江
市では市職員の有志約 200 人が 5 日，公民館や小
学校周辺など公共施設を市民が安全に利用でき
るようにとボランティアで市内全域の一斉除雪
をおこなった。同じ 5 日には福井市内の中学校生
徒約 80 人が学校周辺の道路除雪をおこなった。 
除雪ボランティアの募集は 8市町でおこなわれ，
県のまとめでは 5日時点でのボランティア登録者
は 151 人となり，県内 129 ヶ所で除雪作業がおこ
なわれた。また 6 日（日）には県が県道路雪対策
基本計画に基づき「県下一斉除雪デー」として各
校に呼びかけ，小中学校の通学路を中心に地区住
民が除雪をおこなった。その後も各地で除雪ボラ
ンティアが活動した。 
 
5.7 その他 
観光では 1 月 30 日から 2 月 1 日の 3 日間に芦
原温泉の旅館で100件以上のキャンセルがあった。
これを受けて県は 6日から県内外で予定していた
観光 PR を 1 日早めて実施した。一方で福井市内
では市街地のホテル宿泊が増加するとともにタ
クシー配車が殺到した。また受験シーズンであっ
たことから大学受験生にも影響が及んだ。県内各
地の道路においては雪崩の発生や危険性などに
よる通行止めをはじめ，過疎高齢集落の除雪対応，
除雪重機の確保や除雪オペレーター（作業員）な
どの人材育成にも大きな課題を残した。 
 
６．おわりに 
 平成 18年豪雪以来 5年振りの大雪に見舞われ，
今回もこれまでの豪雪・大雪時と同様の問題が再
発した。こられを受けて大雪対策に向けた関係機
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関の検討会，意見交換会がすでに始められている。 
本稿では現時点で分かる範囲で確認できた事
柄についてまとめた。しかしながら降積雪の時期，
時間，場所，状況などによって，発生する問題の
規模や内容は多様に変化する。それらをふまえて
今後どのような対策を取るべきかについては紙
幅と時間の都合上とくに言及していない。今回生
じた問題を適切に評価・検証し，今後の対策に柔
軟にかつしっかり備えるとともに，過去の教訓を
最大限生かしていく姿勢と覚悟があらためて求
められる。 
なお本稿をまとめている最中に，三陸沖を震源
とする国内観測史上最大の M9.0 の地震（2011 年
3 月 11 日 14 時 46 分ごろ）が発生し，津波や火
災に見舞われ亡くなられた方々また不明の方々
もいまだ多数おられます。犠牲となられた方々の
ご冥福を心からお祈りするとともに，被災地の皆
様に心よりお見舞いを申し上げます。あわせて原
子力発電所事故の状況はいまだ予断を許さない
状況ではありますが，被災地の一日も早い復興を
心より願います。 
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